
 

 

教科シラバス（ 工業：電子機械科 ） 

 

科 
目 
名 

機械工作 

履修学年 履修単位 履修形態 授 業 形 態 

１ ３ 必履修 一斉 

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 ・ 準 備 物 

機械工作１・２（実教出版）・ノート・ファイル 

科 目 の 概 要  学 習 目 標 

材料に関する分野、工作に関する分野および
管理に関する分野を３つの柱とし、ものづくり
を大局的に把握するために必要な知識・技術を
精選・集約して構成されている。 

機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解
し、機械工作を機械材料、計測、生産管理を含
めて総合技術として学び、実際に活用できる能
力と態度を身に付ける。 

年 間 学 習 プ ロ グ ラ ム  

 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１学期 

第１章 工業計測と測定用機器 
 

第２章 機械材料 
 

第３章 鋳造 
 

第４章 溶接と接合 
 

第５章 塑性加工 
 

第６章 切削加工 
 

第７章 砥粒加工 
 

第８章 特殊加工と三次元造形技術 
 

第９章 表面処理 
 

第１０章 生産計画・管理と生産の効率化 

 
素形材や各加工法について学び、その内容

を理解し、専門用語を覚える。 
 
溶接や切削加工法について学び、その内容

を理解し、専門用語を覚える。 
 
最新の工作機械についても学習し、こう

いったことにも関心を持ち、学習を進める。 
 
単位や測定方法について正確な知識を身に

つける。 
 
材料について細かなことまで調べ、学習す

る。その中から代表的なものを確実に覚え、
理解する。 

 
習った事を整理し問題を解きながら復習し

覚える。 

２学期 

３学期 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 

知識・技術 
・機械を合理的、経済的に製作するための基礎となる事項を修得できているか。 
・機械を製作する上で、適切な材料や適切な加工法を選択できているか。 

思考・判断 

・表現 

・機械工作に関する基礎的な知識と技術を基にして創意工夫する能力が身に付い
ているか。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・機械工作に関して興味を持ち、学習活動に積極的に参加し、また自発的に学習
できているか。 

評 価 方 法 及 び そ の 他 留 意 事 項 

定期考査、小テスト、学習態度、ノート・プリント・課題等の提出を含め、上記３つの観点か
ら総合的に評価する。なお、提出物は期限厳守で確実にし、授業には積極的に参加すること。 

 


